
１０月に入り、やっと過
す

ごしやすくなってきました。小豆島の秋
あき

といえ

ば？やはり寒
かん

霞
か

渓
けい

の紅葉
こ うよう

でしょうか。また、夜
よる

になると秋祭
あきまつ

りの太
たい

鼓
こ

の

練習
れんしゅう

の音
おと

が響
ひび

きはじめることで、秋を感
かん

じる人
ひと

も少
す く

なくないかもしれ

ませんね。秋の豊作
ほうさく

に感謝
かんしゃ

し、八幡
はちまん

神社
じんじゃ

で太鼓台
だい

奉納
ほうのう

が行
おこな

われま

す。各
かく

地
ち

区
く

ごとに特色
とくしょく

があり、力強
ちからづよ

く迫力
はくりょく

があります。秋祭りを楽
たの

しみ

にしている人も多
おお

いと思
おも

いますが、放哉もこの伝統
でんとう

行事
ぎょうじ

にふれ、楽し

むことができたのでしょうか？！以下
い か

↓、秋祭り頃の書簡
しょかん

と句稿、祭りを詠
よ

んだ句を紹
しょう

介
かい

します。 
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●放哉だより発行日 

□記念館休館日 □資料館休館日 

10 月 

荻
原
井
泉
水
あ
て
封
書
（
大
正
十
四
年
十
月
十
五
日
） 

〈

 

略
〉
‥
‥
島
の
町
の
、
オ
祭
り
、
…
昨
日
ト
今
日
ト
、
で
す
が
な
、（
淵
崎
村
モ
） 

町
中
、
村
中
、
ア
ゲ
て

、

、

、

の
大
騒
ぎ
、
‥
‥
イ
ロ
〳
〵
御
馳
走
と
、
オ
酒
を 

も
つ
て

 

来
ら
れ
て
、
大
ニ
閉
口
、
‥
‥
久
し
く
吞
ま
な
ん
ダ
モ
ノ
故
、
… 

カ
ラ
ダ

、

、

、

が
非
常
に
苦
し
い
、
‥
‥
向
フ
ノ
男
が
今
モ
酔
つ
て
来
て
る
か
ら 

モ
ウ

、

、

の
ま
ぬ
、
―
―
苦
し
く
て
タ
マ
ラ
ン
、
オ
正
月
ま
で
、
一
杯
も
吞
ま
ぬ
よ
と 

念

 

を
押
し
て
ゐ
る
処
で
す
、
苦
し
い
で
す
な
、
…
〈
略
〉 

 
『
尾
崎
放
哉 

資
料
調
査
報
告
書
』
よ
り 

句
稿
…
…
俳
句
を
書
き
記
し
た
原
稿

〇
以

 

下
、
島
ノ
オ
祭
雑
吟
で
す
…
島
ノ
オ
祭
ニ
ハ
、
御
輿
も
無
い 

 

御
榊

 

も
無
い
、
只
、
大
小
無
数
の
太
鼓
を
皆
で
、
か
つ
い
で 

 

ド
ン

 

〳
〵
叩
い
て
、
海
神
を
驚
か
す
の
で
す
…
太
鼓
の
大 

 

な
る

 

も
の
は
、
素
破
ら
し
い
物
が
あ
り
ま
す
、
…
神
戸
の
楠
公
サ
ン 

 

の
を
買
つ
て
来
た
と
か
云
ふ
、
履
歴
ツ
キ

、

、

の
も
あ
り
ま
す
…
… 

小
サ
イ
の
は
小
供
が
擔
ぐ
、
東
京
の
樽
御
輿
の
ワ
ツ
シ
ヨ
イ

、

、

、

、

、

〳
〵 

と
仝
様
…
…
な
か
〳
〵
、
よ
い
の
が
出
来
ま
せ
ん
が
、
マ
ア

、

、 

見
て

 

下
さ
い
ま
せ
、
…
…
（
太
鼓
ハ
人
が
上〇

ニ
乗
ツ
テ
居
テ
叩
ク
ノ
デ
ス
ヨ
） 

 

柿
の
核
子 

吐
き
出
し
て
太
鼓
を
か
つ
ぐ 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

『
尾
崎
放
哉 

資
料
調
査
報
告
書
』
よ
り 

詠
ん
だ
俳
句
…
…
句
稿
に
は
数
句
書
か
れ
、
そ
の
中

か
ら
『
層
雲
』
に
掲
載
さ
れ
た
句 

天
気
つ
づ
き
の
お
祭
が
す
ん
だ
島
の
大
松 

卵
子
袂
に
一
つ
づ
つ
買
う
て
も
ど
る 

お
祭
り
赤
ン
坊
寝
て
ゐ
る 

そ
の
手
が
い
つ
迄
太
鼓
た
た
い
て
居
る
の
か 


